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で
て
樋
の
項
目
が
軒
樋
か
ら
角
樋

や
堅
樋
な
ど
樋
と
付
く
品
名
が
す

べ
て
読
み
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
て
希
望
す
る
品
名
を
ペ
ン
で
押

せ
ば
入
力
で
き
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
も
キ
ー
ボ
ー
ド
を
た
た
く

と
い
う
よ
う
な
難
し
い
こ
と
は
し

な
く
て
も
よ
い
の
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
嫌
い
の
人
で
も
簡
単
に
見
積

も
り
が
き
れ
い
に
出
来
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
鷲
見

全
板
ノ
ー
ト
と
は

大
き
さ
が
「
愛
板
」
を
横
向
き

に
し
て
厚
さ
四
十
二
ミ
リ
の
ポ
ー

タ
ブ
ル
タ
イ
プ
で
現
場
へ
も
持
ち

運
び
が
出
来
る
。

全
板
ノ
ー
ト
は
ペ
ン
タ
ッ
チ
で

鉛
筆
で
書
く
よ
う
に
画
面
の
上
に

書
い
て
変
換
す
る
と
書
い
た
漢
字

が
読
み
出
さ
れ
て
来
る
。

「
と
い
」
と
書
く
と
樋
の
字
が

八
月
二
十
二
日
午
後
一
時
三
十

分
よ
り
県
板
三
階
会
議
室
に
お
い

て
今
年
度
第
二
回
目
の
常
務
理
事

会
を
開
催
。

議
題

一
、
組
合
賦
課
金
の
値
上
げ
に
つ

い
て
。
事
務
局
よ
り
愛
知
県
板

の
収
支
の
報
告
。
保
険
法
の
改

正
に
と
も
な
い
各
種
保
険
に
国

庫
補
助
の
見
直
し
が
あ
り
全
板

国
保
を
脱
会
す
る
事
業
所
が
出

て
手
数
料
な
ど
の
減
収
お
よ
そ

年
間
五
十
万
円
の
手
数
料
減
全

日
本
板
金
工
業
組
合
連
合
会

（
全
板
連
）
・
社
団
法
人
日
本
建

築
板
金
協
会
（
日
板
協
）
の
賦
課

金
値
上
げ
年
間
九
十
一
万
千
円
。

組
合
事
務
局
員
の
厚
生
年
金
加

入
に
よ
り
掛
け
金
年
間
八
十
三

万
四
千
円
。
セ
コ
ム
委
託
料
二

十
三
万
円
以
上
で
年
間
二
百
四

十
七
万
五
千
円
不
足
す
る
。

二
、
全
板
ノ
ー
ト
。
以
前
の
全
板

ル
ポ
に
変
わ
っ
て
新
し
く
ペ
ン

タ
ッ
チ
入
力
の
見
祇
も
り
シ
ス

蓑
蕊
塞

に
以
前
か
ら
あ
っ
た
ワ
ー
プ
ロ

仕
様
全
板
ル
ポ
に
変
わ
っ
て
開

発
し
た
ペ
ン
タ
ッ
チ
入
力
の
ポ
ー

タ
ブ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
全
坂
ノ
ー

ト
を
五
年
リ
ー
ス
で
月
額
一
万

九
千
八
百
円
で
販
売
す
る
。
県

板
で
は
百
台
を
目
標
に
協
力
、

希
望
が
あ
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
説

明
に
行
く
か
ら
十
名
ぐ
ら
い
ま

と
め
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

二
、
賦
課
金
に
つ
い
て
。

常
務
理
事
会
の
よ
う
に
説
明

が
あ
り
協
力
を
求
め
た
が
、
知

多
支
部
よ
り
意
義
が
あ
っ
た
。

知
多
支
部
で
は
昨
年
組
合
費

を
五
百
円
値
上
げ
し
た
ば
か
り

で
来
年
県
板
が
五
百
円
値
上
げ

と
な
る
と
支
部
費
の
値
上
げ
が

全
部
県
板
費
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
三
百
円
く
ら
い
に
し
て
ほ

し
い
と
異
議
が
で
た
。

理
事
長
は
少
し
の
値
上
げ
で

は
ま
た
す
ぐ
に
値
上
げ
を
す
る

事
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
こ

の
こ
と
は
各
支
部
と
も
支
部
で

よ
く
検
討
し
て
ほ
し
い
と
協
力

の
依
頼
が
あ
っ
た
。

三
、
新
年
懇
親
会

四
、
厚
生
委
員
会
報
告

五
、
保
証
委
員
会
報
告

三
、
四
、
五
は
愛
板
で
報
告
。

六
、
そ
の
他

来
年
度
の
板
金
手
帳
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。

以
上
で
理
事
会
を
終
了
し
た
。

見
積
り
管

理
シ
ス
テ

ム
で
一
一
バ

ン
ク
系
と

一
一
弓
っ
コ
ン

景
ピ
ュ
ー
カ
莞
Ｉ

風
シ
ス
テ
ム

識
が
あ
る
が

”
二
七
○
万

の
円
と
高
価

卜
’
な
た
め
に

掴
も
っ
と
手

全
軽
に
多
く

の
板
金
屋

さ
ん
に
手

軽
に
利
用

し
て
い
た

だ
く
た
め

ル
で
開
催
。
会
費
一
万
二
千
円
。

四
、
各
種
表
彰
の
被
表
彰
者
の
推

薦
。
毎
年
決
ま
っ
た
表
彰
式
が

あ
る
の
で
事
前
に
各
支
部
か
ら

推
薦
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

以
上
の
議
題
で
審
議
さ
れ
理
事
会

に
送
ら
れ
た
。

愛
知
県
板
で
は
九
月
三
日
（
水
）

県
板
三
階
会
議
室
で
第
三
回
理
事

会
を
開
催
。

議
題

一
、
全
板
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
。

㈱
ニ
ッ
パ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー

ピ
ス
の
東
京
か
ら
見
上
専
務
と

大
阪
か
ら
川
口
常
務
と
西
谷
氏

ほ
か
二
名
の
女
性
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
来
組
、
全
板
ノ
ー
ト
の
デ
モ

機
を
二
セ
ッ
ト
で
説
明
し
た
。

一
一
ツ
パ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
社
で
は
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テ
ム
が
開
発
さ
れ
㈱
一
一
ツ
パ
ン

ピ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
か
ら
発
売

愛
知
県
板
で
は
百
台
の
販
売
目

標
で
協
力
を
す
る
。

三
、
平
成
十
年
の
新
年
懇
親
会
を

一
月
二
十
三
日
（
金
）
午
後
三

時
よ
り
名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
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人
生
の
前
半
は
親
の
徳
、
人
生
の

後
半
は
自
分
の
徳
、
四
十
を
過
ぎ

た
ら
自
分
の
顔
に
責
任
を
持
て
と

か
、
正
し
い
人
ば
か
り
が
三
人
寄

る
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
、
間
違
っ

た
人
が
三
人
寄
る
と
う
ま
く
い
く
。

こ
の
様
に
道
徳
の
勉
強
を
し
て
、

一
日
目
の
研
修
を
終
わ
り
、
五
時

か
ら
懇
親
会
を
兼
ね
た
夕
食
と
な

り
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
少
し
出
て
和

や
か
な
夕
食
で
あ
っ
た
。

第
二
日
目
は
六
時
三
十
分
起
床
、

七
時
十
分
か
ら
朝
礼
、
朝
食
の
後
、

八
時
三
十
分
か
ら
両
親
に
つ
い
て

の
講
義
が
あ
り
、
前
日
の
よ
う
に

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
論
し
た
。

講
義
で
は
思
い
や
り
は
身
近
な

人
か
ら
、
思
い
や
り
は
自
分
か
ら

だ
け
す
る
事
に
よ
り
、
自
分
の
品

性
を
上
げ
る
、
ま
た
思
い
や
り
を

か
け
る
こ
と
に
よ
り
相
手
も
変
わ
っ

て
く
る
。
感
謝
の
気
持
ち
で
接
す

れ
ば
相
手
も
変
わ
っ
て
く
る
。
人

間
関
係
は
感
謝
す
る
こ
と
や
思
い

や
り
で
直
ぐ
に
改
善
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
道
徳
に
関
し
て

二
日
間
勉
強
し
て
、
午
後
三
時
に

閉
会
式
を
終
え
解
散
し
た
。

開
会
式
や
閉
会
式
に
は
君
が
代

を
斉
唱
、
朝
礼
で
は
国
旗
掲
揚
が

行
わ
れ
た
。

最
近
は
道
徳
が
軽
ん
じ
ら
れ
て

い
て
、
年
少
者
の
犯
罪
が
増
え
て

き
て
い
る
、
こ
の
様
な
勉
強
は
年

少
者
に
も
必
要
に
思
う
。

鷲
見

第３２１号 板 平成９年１０月１５日（２）

増
加
の
傾
向
に
あ
る
と
の
見
解
が

な
さ
れ
て
お
り
、
私
共
も
充
分
に

そ
れ
ら
を
考
慮
し
、
再
検
討
課
題

と
し
て
取
組
み
、
将
来
に
向
っ
て

快
適
な
職
場
環
境
を
皆
様
方
と
共

に
築
き
上
げ
た
い
も
の
で
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
安
全
衛
生

法
規
則
に
定
め
ら
れ
て
あ
る
通
り
、

新
規
雇
入
れ
時
又
は
、
定
期
健
康

診
断
を
必
ず
実
施
す
る
事
が
義
務

付
と
な
っ
て
お
り
、
（
安
衛
則
娼

条
、
糾
条
）
一
年
に
一
回
は
必
ず

受
診
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
記
録
は
５

年
間
保
存
す
る
事
と
な
っ
て
お
り
、

異
業
種
に
よ
っ
て
は
年
２
回
の
健

診
が
求
め
ら
れ
る
業
種
も
あ
り
、

念
の
た
め
申
し
添
え
ま
す
。

私
共
組
合
員
は
共
に
、
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
と
の
意
識
付

け
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
衛
生
週
間

を
通
じ
て
、
最
寄
り
の
医
療
機
関

で
早
期
発
見
に
も
つ
な
が
り
お
勧

め
す
る
も
の
で
す
。
全
板
国
保
加

入
の
方
々
は
申
請
に
よ
り
、
補
助

が
う
け
ら
れ
ま
す
の
で
念
の
た
め
。

尚
被
保
険
者
は
一
万
二
千
円
、
配

偶
者
は
六
千
円
。
年
一
回
の
旅
行

で
指
定
さ
れ
た
保
養
施
設
を
利
用

さ
れ
る
方
々
は
、
一
律
に
二
千
円

が
割
引
と
な
り
ま
す
。
充
分
に
ご

活
用
さ
れ
る
事
が
望
ま
し
い
。

「
安
全
は
人
か
ら
与
え
ら
れ
る

も
の
で
な
く
、
自
分
か
ら
勝
ち
と

る
も
の
で
す
」

沼
淫

麹
壷
認
識
》

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協

会
（
愛
板
協
会
）
で
は
役
員
と
訓

練
生
を
対
象
に
平
成
九
年
八
月
三

十
日
、
三
十
一
日
の
一
泊
二
日
で

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
が
行
っ
て
い

る
生
涯
学
習
教
育
を
体
験
す
る
た

め
に
、
瑞
浪
市
に
あ
る
瑞
浪
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
は
道
徳
科
学
を

い
い
、
私
た
ち
が
「
正
し
い
心
づ

か
い
の
あ
り
方
」
を
学
び
、
喜
び

と
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
と
、
明

る
く
希
望
に
満
ち
た
社
会
を
建
設

す
る
た
め
の
方
法
を
明
ら
か
に
す

る
学
問
で
あ
る
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
創
始
者
は
法
学

博
士
で
辰
池
千
九
郎
翁
で
昭
和
十

年
に
道
徳
科
学
専
攻
塾
を
開
設
し

た
。

最
近
政
府
で
も
生
涯
教
育
の
必

要
性
を
認
め
て
い
る
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
は
、
文
部

省
認
可
財
団
で
あ
り
生
涯
学
習
教

育
は
通
常
五
泊
六
日
の
研
修
期
間

と
な
っ
て
い
る
の
を
羽
柴
会
長
の

た
っ
て
の
願
い
で
一
泊
二
日
で
開

講
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
こ
と

は
今
年
二
月
二
日
の
新
春
板
金
セ

ミ
ナ
ー
で
講
演
を
い
た
だ
い
た
井

坪
義
幸
氏
が
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
講

師
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
ご
無
理
を

◇
◇
生
涯
学
習
◇
◇

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会
が

瑞
浪
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

の
ほ
ぼ
５
人
に

２
人
の
割
合
で
、

何
ら
か
の
所
見

が
発
覚
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら

は
仕
事
や
職
場

の
生
活
な
ど
で
、

ス
ト
レ
ス
な
ど

を
感
じ
る
労
働

者
の
割
合
も
、

鐸．!,、

聞
い
て
も
ら
え
た
。

三
十
日
は
、
午
前
十
一
時
セ
ン

タ
ー
に
佳
天
ロ
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
あ
と
昼
食
を
す
ま
せ
、
午
後

一
時
半
か
ら
開
校
式
が
行
わ
れ

た
。

始
め
に
セ
ン
タ
ー
の
谷
津
理
事

は
、
最
近
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と

金
型
な
ど
の
技
術
者
が
不
足
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
、
い
く
ら

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
が
進
ん
で
も
、

先
端
技
術
は
人
に
よ
る
加
工
が
欠

か
せ
な
い
、
皆
さ
ん
も
日
頃
訓
練

校
で
技
術
を
磨
い
て
い
る
が
、
本

日
は
心
の
勉
強
を
し
て
ほ
し
い
と

挨
拶
さ
れ
た
。

講
義
は
訓
練
生
と
一
般
役
員
は

別
れ
て
受
講
し
た
。

内
容
は
現
在
の
人
格
を
作
る
上

で
誰
か
ら
一
番
大
き
な
影
響
を
受

け
た
か
、
日
常
生
活
で
モ
ラ
ル

（
道
徳
）
が
必
要
と
思
う
時
は
い

つ
か
、
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
討
論
し
た
あ
と
代
表
が
発
表

す
る
、
と
言
う
方
法
で
研
修
が
進

め
ら
れ
た
。
悪
い
と
知
っ
て
い
て

す
る
悪
さ
と
、
知
ら
な
い
で
す
る

悪
さ
で
は
ど
ち
ら
が
罪
が
重
い
か
．

阿
呆
と
悪
人
は
ど
う
違
う
か
で
は
、

知
っ
て
い
て
す
る
悪
は
悪
人
、
知

ら
ず
に
す
る
者
は
阿
呆
。
ま
た
、

懲騨

戸グ

￥

;E

,聖叱

毒
に
よ
る
災
害
に
加
え
、
硫
化
水

素
中
毒
並
に
、
熱
中
症
に
よ
る
死

亡
災
害
が
発
生
し
、
誠
に
痛
ま
し

い
限
り
で
、
そ
の
他
一
酸
化
炭
素

中
毒
、
酸
欠
症
、
じ
ん
肺
等
の
発

生
が
依
然
と
し
て
跡
を
た
た
な
い

状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
案
を

踏
ま
え
、
作
業
環
境
の
整
備
と
、

事
前
の
予
防
対
策
が
必
然
的
に
求

め
ら
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

一
方
で
は
、
全
国
的
に
労
働
者

の
健
康
診
断
の
結
果
の
状
況
観
察

を
視
る
時
に
、
疑
所
見
が
年
々
と

多
く
増
え
、
平
成
８
年
度
は
全
体

牛全国労働衛生週間
こ
の
度
の
全
国
労
働
衛
生
週
間

は
全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
労
働
衛

生
意
識
の
高
揚
と
、
自
発
的
な
活

動
の
充
実
に
大
き
な
役
割
を
果
し

て
お
り
、
県
内
に
於
い
て
も
、
職

業
性
疾
病
の
発
生
件
数
は
着
実
に

減
少
し
つ
つ
あ
る
も
、
昨
年
は
捌

件
の
疾
病
が
発
生
し
、
対
策
に
は

最
善
の
方
策
を
練
っ
て
い
る
と
の

事
で
、
各
々
の
事
業
所
の
努
力
を

お
願
い
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。

そ
れ
ら
の
発
生
件
数
を
細
分
析

し
て
見
ま
す
時
に
、
一
昨
年
は
夏

に
発
生
し
、
２
人
の
有
機
溶
剤
中

10月１日し７日準備期間９月１日し30日

愛

一.….Ｘ

ｉ#i；

平
成
９
年
度

「
全
国
労
働
衛
生
週
間
が

催
さ
れ
た
」

ス
ロ
ー
ガ
ン

〔
進
め
よ
う
健
康
づ
く
り

あ
な
た
と
企
業
の

二
人
一
一
一
脚
〕

蝿
鑑
曙
館
醗
騨
幸
牙
愈
認
彦
理



あ
い
ち
技
能
プ
ラ
ザ
卯

ノ

ー
開
催
の
ご
案
内

板(3)平成９年１０月１５日 第３２１号

三
氏
は
支
那
事
変
（
日
中
戦
争
）

に
出
兵
、
戦
争
で
左
肩
に
銃
弾
を

受
け
貫
通
の
怪
我
を
し
て
二
十
五

歳
で
帰
郷
後
西
尾
市
の
小
学
校
の

教
師
を
七
年
あ
ま
り
奉
職
に
つ
い

た
。
終
戦
後
奥
様
も
と
様
の
協
力

で
金
物
販
売
の
商
売
を
暗
中
模
索

の
な
か
田
中
屋
を
創
業
し
た
。

世
の
中
は
列
島
改
造
の
好
景
気

で
板
金
業
界
で
は
折
板
が
多
く
普

及
す
る
中
、
三
河
地
方
で
い
ち
早

く
成
型
機
を
設
置
需
要
に
応
じ
て

き
た
、
折
板
の
形
状
も
多
種
に
わ

た
る
が
そ
の
都
度
成
型
機
も
新
し

く
し
て
現
在
十
種
類
の
折
板
の
加

工
が
出
来
る
。
今
で
も
Ｓ
６
０
タ

イ
プ
の
折
板
を
成
型
で
き
る
の
は

田
中
屋
さ
ん
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か
。

創
業
地
は
西
尾
駅
前
の
繁
華
街

で
あ
る
が
現
在
は
千
代
巳
社

長
夫
人
が
エ
ク
セ
レ
ン
ト
フ
ァ

ン
シ
ー
シ
ョ
ッ
プ
（
高
級
ブ

タ
テ
ィ
ッ
ク
）
を
開
業
さ
れ
て

1亜門斡碇正抑G造'&寺』I墨

傍
代
表
取
締
役
社
長

田
中
佑
一
氏

タ
ナ
カ
ャ
の
ト
ラ
ッ
ク
は
名
古

屋
で
も
時
々
見
か
け
る
こ
と
が
あ

る
。
名
古
屋
に
も
多
く
の
問
屋
さ

ん
が
あ
る
の
に
名
古
屋
ま
で
配
達

す
る
の
は
、
た
ま
た
ま
西
尾
の
人

が
名
古
屋
で
仕
事
を
受
け
た
か
ら

だ
ろ
う
か
？
い
’
や
違
う
な
、
ど

こ
か
サ
ー
ビ
ス
が
違
う
か
も
・
・
…
．

㈱
田
中
屋
は
名
鉄
西
尾
訳
の
南

東
、
西
尾
線
の
高
架
横
に
現
在
の

本
社
は
あ
る
。
会
長
の
田
中
一
二

難悠蕊
蕊蕊愛募
凝議知違
鍵灘県;：
学.,寒舞軍［二か-γ

鞍舞鉛鳶
蕊蕊鉄嘉
*馨板驚
箪舞問ゼ
:損:屋驚
鷺会議
鷲社iii識；

蕊
織溌議鍵

タ
テ
ィ
ッ
ク
）
を
開
業
さ
れ
て

》
い
る
。

↓
以
下
に
会
社
の
概
要
を
紹

軸
介
す
る
。

錘
商
号
株
式
会
社
田
中
屋

安
創
業
昭
和
一
一
十
一
一
一
年
四

［
月

創
業
地
西
尾
市
桜
木
町
四

▼
新
問
屋
シ
リ
ー
ズ
▲

愛

島
第
十
二
回
株
式
会
社
田
中
屋

ゴＬ

こ
の
と
こ
ろ
「
規
制
緩
和
」
と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

現
に
、
粥
年
来
よ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
規
制
が
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
先
日
、
あ
る
経
済
紙
を
見
て

い
て
目
に
と
ま
っ
た
点
を
書
い
て

み
ま
し
た
。

「
非
住
宅
部
門
」
大
型
物
件
に

お
い
て
は
、
海
外
ゼ
ネ
コ
ン
の
参

入
に
よ
る
価
格
競
争
の
激
化
が
予

想
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
よ
り

安
い
、
海
外
か
ら
の
輸
入
資
材
の

比
率
を
た
か
め
る
必
要
が
あ
る
。

「
住
宅
部
門
」
に
お
い
て
は
、

米
国
の
住
宅
コ
ス
ト
は
、
日
本
の

半
分
、
と
艇
年
度
建
設
省
発
表
も

あ
り
、
輸
入
住
宅
が
年
々
倍
増
し

て
き
て
い
る
。
蛇
年
度
に
は
わ
ず

か
１
３
０
０
戸
だ
っ
た
も
の
が
肥

年
に
は
３
０
０
０
戸
を
越
え
、
昨

年
度
は
１
５
０
０
０
戸
以
上
の
輸

入
住
宅
が
建
築
さ
れ
た
。

し
か
し
、
現
段
階
で
は
半
分
程

度
を
輸
入
部
材
に
依
存
す
る
だ
け

に
止
ま
っ
て
い
る
。
戸
数
か
ら
し

て
現
段
階
で
は
わ
が
国
の
住
宅
建

設
に
お
よ
ぼ
す
影
響
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
し
か
し
今
後
は
建
築
コ
ス

ト
の
４
割
を
占
め
る
材
料
費
下
げ

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
労
務
費
に
お
い
て
も
価

格
競
争
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
な
る

「
規
制
緩
和
に
よ
る

建
築
関
連
へ
の
影
響
』

主
催
㈱
愛
知
県
技
能
士
会
連
合
会

㈱
愛
知
県
技
能
士
会
連
△
量
云
は
、

国
の
制
度
で
あ
る
技
能
検
定
試
験

に
合
格
し
た
技
能
士
に
よ
っ
て
活

動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

技
能
士
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ

ん
に
物
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
技
能
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
「
あ

い
ち
技
能
プ
ラ
ザ
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

子
供
さ
ん
ま
で
家
族
揃
っ
て
一
日

技
能
士
に
な
っ
て
、
十
分
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
企
画
し
て
い

ま
す
。

是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
（
無
料
）

◆
開
催
日

平
成
９
年
ｎ
月
８
日
山
・
９
日
伺

午
前
加
時
～
午
後
４
時

◆
会
場

名
古
屋
市
中
小
企
業
振
興
会
館

吹
上
ホ
ー
ル

名
古
屋
市
千
種
区
吹
上
二
丁
目

６
番
８
号

◆
内
容

・
物
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

表
札
、
ヨ
ー
ヨ
ー
、
竹
細
工
、

絵
馬
作
り
、
家
紋
、
烏
カ
ゴ
、

ミ
一
一
四
駆
製
作
、
和
紙
人
形
、

他
多
数

・
展
示
即
売

和
菓
子
展
、
園
芸
即
売
、

他
多
数

と
懸
念
さ
れ
る
が
、
建
築
は
結
果

が
形
に
な
る
た
め
「
い
い
仕
事
」

さ
え
し
て
い
れ
ば
さ
ほ
ど
心
配
す

る
こ
と
は
な
さ
そ
う
。

ち
な
み
に
、
資
料
佃

「
工
法
、
構
造
の
規
制
緩
和
」

素
材
、
仕
様
、
規
格
を
指
定
す

る
基
準
か
ら
性
能
重
視
を
指
定
す

る
基
準
へ
見
直
さ
れ
た
、
そ
れ
に

よ
り
一
般
住
宅
で
も
、
簡
単
に
地

下
室
を
作
る
事
が
で
き
る
様
に
な

る
。

「
容
積
率
の
緩
和
」
に
よ
り
都

市
部
で
の
高
容
積
住
宅
の
促
進
地

域
を
創
設
。
ま
た
３
階
建
一
般
住

宅
が
多
く
な
る
。

「
立
体
駐
車
場
」
を
建
築
物
で

は
な
く
工
作
物
と
し
建
築
基
準
法

の
規
制
を
免
れ
、
小
空
地
の
活
用

に
つ
な
が
る
。

「
車
検
制
度
の
緩
和
」

こ
れ
は
み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
よ

う
に
身
近
に
助
か
り
ま
す
、
弧
年

度
よ
り
６
ヶ
月
点
検
の
廃
止
、
岨

ヶ
月
、
鯉
ヶ
月
点
検
整
備
項
目
が

消
滅
さ
れ
、
さ
ら
に
車
両
法
の
改

正
に
よ
り
車
検
整
備
が
簡
素
化

し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
が
大
幅
に

軽
減
さ
れ
た
。

《
鐸
峰
岬
唾
伊
藤

丁
目
三
十
一

創
業
者
田
中
一
二
三

大
正
五
年
六
月
十
九
日
生

会
社
設
立昭

和
五
十
七
年
五
月
一
日

本
社
所
在
地

西
尾
市
城
崎
町
六
丁
目
十
七

ル
ー
フ
セ
ン
タ
ー
安
城
工
場

安
城
市
和
泉
町
庄
司
作
十
’
二

十
六
平
成
六
年
八
月
開
設

代
表
取
締
役
社
長

田
中
佑
一

昭
和
十
八
年
四
月
五
日
生

資
本
金
千
五
百
万
円

従
業
員
男
子
三
十
五
名

女
子
九
名

合
計
四
十
四
名

平
均
年
齢
三
十
九
才

営
業
品
目
鉄
鋼
二
次
製
品
、
折

板
加
工
、
雨
樋
販
売
（
松

下
電
抗
、
東
洋
化
学
）
、

ダ
イ
カ
パ
イ
プ
、
一
一
チ
ハ

ク
ボ
タ

営
業
範
囲
県
下
一
円
の
板
金
業

者
及
び
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
窓

口
の
商
社
を
通
じ
業
界
に

納
入
。

福
利
厚
生
慰
安
旅
行
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
、
野
営
焼
肉
会

定
年
六
十
才
、
再
雇
用
有
り

社
是
『
信
頼
』
他
人
を
信
頼

し
自
己
を
信
頼
さ
れ
る
人

間
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
、

良
い
商
品
を
市
場
に
出
す

こ
と
で
社
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
。

鷲
見



我
々
組
合
員
も
認
こ
の
事
を
良

機
と
捕
え
、
組
合
へ
の
認
識
、
責

任
を
い
ま
い
ち
ど
熟
慮
し
、
素
晴

ら
し
い
未
来
へ
の
分
岐
点
と
な
る

様
努
力
す
べ
き
時
期
だ
と
思
い
ま

す
。

〃
岡
板
マ
ー
ク
に
乾
杯
″中

西

第３２１号 板 平 成 ９ 年 １ ０ 月 １ ５ 日 （ ４ ）

紅葉の八合目と女人小屋

ヘ
ル
メ
ッ
ト
共
同
購
入
か
ら
端

を
発
し
た
、
岡
崎
板
金
組
合
の

マ
ー
ク
が
決
定
し
ま
し
た
。
長
い

組
合
組
織
の
歴
史
を
持
ち
、
多
く

の
素
晴
ら
し
い
職
工
を
生
み
育
て

た
、
岡
崎
板
金
工
業
組
合
に
シ
ン

ボ
ル
と
も
言
え
る
組
合
マ
ー
ク
が

無
か
っ
た
事
が
、
私
な
ど
に
は
不

思
議
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

今
年
か
ら
組
合
長
に
な
ら
れ
た

高
柳
氏
、
そ
し
て
新
し
い
幹
部
の

方
々
に
よ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
共
同

購
入
と
い
う
話
が
出
て
、
そ
れ
な

ら
岡
板
工
業
組
合
の
マ
ー
ク
を
組

合
員
の
方
々
か
ら
募
集
し
て
み
よ

う
と
い
う
事
に
な
り
、
今
回
の
組

合
マ
ー
ク
発
表
と
い
う
段
取
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
厳
し
い
状
況
の

中
、
こ
の
組
合
マ
ー
ク
誕
生
を
期

に
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
組
合
員
の

意
識
の
高
揚
を
と
、
組
合
長
は
望

ん
で
い
ま
す
。

§

普
段
、
ボ
ー

リ
ン
グ
を
や
ら

な
い
私
に
は
、

「
年
に
一
回
の

ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
」
と
い
う
こ

と
で
、
順
位
な

ど
一
切
関
係
な

し
で
、
５
才
に

！
’

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
開
催

尾
張
連
合
会

９
月
７
日
日
小
牧
市
の
わ

く
わ
く
ボ
ー
ル
に
て
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
よ
り
多
数
の
参
加
者

が
あ
り
、
総
勢
百
十
七
名
で
優

勝
を
争
い
各
レ
ー
ン
で
白
熱
し

た
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

金

0KABAN

め
ざ
し
て
、
角
材
を
階
段
状
に
よ

く
整
備
さ
れ
た
山
道
を
登
る
。
こ

の
間
普
通
に
歩
い
て
約
一
時
間
、

し
か
し
少
々
年
式
の
古
く
な
っ
た

小
生
の
エ
ン
ジ
ン
は
端
ぎ
端
ぎ
で

八
合
目
に
着
く
。
御
獄
山
の
紅
葉

は
こ
の
八
合
目
か
ら
九
合
目
辺
り

が
一
番
の
見
所
だ
が
今
年
は
何
と

な
く
色
が
悪
い
。
ど
う
や
ら
少
し

前
の
初
雪
に
や
ら
れ
て
枯
れ
葉
状

に
な
り
期
待
し
て
来
た
山
一
面
紅

葉
が
見
ら
れ
な
く
が
っ
か
り
。
そ

れ
で
も
ナ
ナ
カ
マ
ド
だ
け
は
見
事

に
真
っ
赤
な
実
を
つ
け
て
大
歓
迎
。

青
い
空
と
緑
の
這
い
松
、
ガ
ス
で

見
え
隠
れ
す
る
御
獄
山
頂
を
バ
ッ

ク
に
真
っ
赤
な
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
実

に
囲
ま
れ
悠
久
の
世
界
に
誘
い
込

ま
れ
そ
う
だ
。

八
月
二
十
六
日
㈲
雨

三
二
一
号
編
集
会
議

委
員
七
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

園
一
厘
腰
一
国

購
入
配
布
・
岡
崎
板
金

組
合
マ
ー
ク
決
定

西
尾
支
部

９
日
支
部
役
員
会
過
名

鯉
・
妬
日
集
団
検
診
妬
名

知
多
支
部

肥
日
理
事
・
役
員
合
同
会
議

県
板
賦
課
金
．
一
日
研

修
旅
行
に
つ
い
て
・
全

板
ノ
ー
ト
実
演
肥
名

東
三
支
部

４
日
定
例
会
塊
名

ｎ
日
青
年
部
定
例
会
８
名

妬
日
三
役
会
５
名

青
年
部
研
修
会
妬
名

／

始球式される村上理事長

、

木
曽
の
御
嵩
山
か
ら
「
紅
葉
が

見
頃
に
な
っ
た
か
ら
見
に
来
て
お

く
れ
」
の
便
り
。
そ
こ
で
山
登
り

と
写
真
撮
り
に
は
天
候
第
一
と
天

気
予
報
で
快
晴
を
確
認
し
て
、
定

愛

９
月
各
支
部
の
動
き

支
部
だ
よ
り 蕊

気
予
報
で
快
晴
を
確
認
し
て
、

年
族
の
悪
友
三
人
を
誘
う
。

時
間
を
持
て
余
し
て
い
る

友
人
達
は
待
っ
て
ま
し
た
と

ば
か
り
早
朝
に
出
発
。
毎
日

忙
し
い
思
い
を
し
て
い
る
自

分
か
ら
見
れ
ば
暇
の
あ
る
定

年
族
は
羨
ま
し
い
一
面
も
あ

る
が
、
忙
し
い
中
に
行
楽
や

趣
味
の
時
間
を
作
り
出
す
の

も
張
り
合
い
が
あ
っ
て
楽
し

い
も
の
だ
。

御
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
七

合
目
へ
上
が
り
こ
こ
か
ら
約

一
師
上
の
八
合
目
女
人
小
屋

ノ

熱
田
南
支
部

加
日
定
例
会
Ⅲ
名

中
村
支
部

肥
日
定
例
会
旭
名

中
支
部
．

６
日
支
部
総
会
加
名

問
屋
さ
ん
よ
り
新
商
品

等
の
説
明
有

尾
張
板
金
連
合
会

７
日
第
６
回
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
、
名

春
日
井
支
部

８
日
支
部
定
例
会
巧
名

肥
日
役
員
会
４
名

津
島
支
部

５
日
支
部
定
例
会
Ⅳ
名

５
日
支
部
ボ
ー
リ
ン
グ
親
睦

会
ｎ
名

妬
日
臨
時
会
組
合
旅
行
及

び
事
務
処
理
に
つ
い
て

狸
名

犬
山
支
部

晦
日
支
部
定
例
会
溶
接
講

習
・
県
板
共
済
制
度
の

推
進
に
つ
い
て
過
名

江
南
支
部

過
日
支
部
役
員
会
６
名

小
牧
支
部

７
日
支
部
会
合
県
板
理
事

会
の
報
告
皿
名

西
三
板
金
連
合
会

ｎ
日
第
２
会
幹
事
会
別
名

岡
崎
支
部

４
日
支
部
役
員
会
別
名

県
板
賦
課
金
増
額
・
支

部
組
合
員
名
簿
作
製
Ⅲ

月
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
共
同

、

な
る
我
が
子
と
、
な
か
な
か
ま
つ

す
ぐ
に
こ
ろ
が
ら
な
い
ホ
ー
ル

と
、
素
直
に
倒
れ
て
く
れ
な
い

ピ
ン
に
奮
闘
し
な
が
ら
、
と
て

も
楽
し
い
一
時
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

村
上
理
事
長
の
始
球
式
の
後
、

レ
ー
ン
に
分
か
れ
て
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
す
ば

ら
し
い
ハ
イ
ス
コ
ア
が
続
出
し

ま
し
た
。

〈
団
体
優
勝
〉
西
春
支
部

〈
同
準
優
勝
〉
春
日
井
支
部

樋
口

名
古
屋
板
金
連
合
会

田
日
支
部
長
会
ｎ
名

昭
和
支
部

８
日
月
例
会

瑞
穂
支
部

１
日
支
部
会
・
青
年
部
合
同

鯛
名

名
古
屋
職
人
展
・
名
古

屋
連
合
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
に
つ
い
て


